

















































2. 3．授業スケジュール　全 14 回（例：2017 年後期版）
テーマ 内　容
















































14 回目 総括 子どもの日本語教育における「支援」と「連携」：
鈴鹿市の実践
2. 4．授業内容の振り返り













































































































































































































































































2. 4. 8．第 8・9 回目：「ことばの学びをささえる言語活動」と「言語活動の発表」
　第 8 回目と 9 回目の授業は、学生に日本語を母語としない子どもへの言語活動を実際
に考えさせ、発表するという流れの活動になる。対象者である中国から来た小学校 5 年




























2. 4. 9．第 10～13 回目：「ライフストーリーを解釈する」














































































存の現状や、大都市での国際結婚の数が 10 組に 1 組という現状を考えた場合、日本人
の子どもたちはもとより、外国を背景に持つ子どもたちもまたその社会を担っていく一
員となることは必至であろう。将来、子どもの教育に携わろうとする学生には、様々な
背景を持った子どもたちを理解するための広い視野が必要とされ、これからの日本社会
を担う構成員の教育に携わっているという自覚が必要となる。外国を背景に持つ子ども
たちが、複数のことばや文化で構成された複合体であることを理解し認めると同時に、
子どもとことばの教育について深く考えられる人間となってほしい。日本語を母語とし
ない子どもにわかりやすい授業は、日本人の子どもにとってもわかりやすい授業になる
はずである。
　学校教育に必要とされる知識、スキルを基盤に、年少者日本語教育での知見を加える
ことで、これからの日本社会を担う子どもたちの教育への教育観の幅がさらに広がるこ
とを切に願っている。
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